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令
和
８
年
度
研
修
生

現
場
で
奮
闘
中

入
校
式
翌
日
か
ら
今
年
度
の
研
修
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
林

業
の
基
礎
知
識
と
最
も
大
切
な
労
働
安
全

等
の
講
義
に
続
い
て
、
早
速
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
・
刈
払
機
の
講
義
と
実
習
で
す
。
真

新
し
い
実
習
服
に
身
を
包
み
ま
す
。
今
後

の
研
修
に
期
待
と
不
安
が
高
ま
り
ま
す
。

４
月
は
ま
ず
は
平
場
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
基
本
操
作
の
演
習
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
の

始
動
に
始
ま
り
、
保
持
姿
勢
や
受
け
口
と

追
い
口
の
伐
り
方
等
を
何
度
も
繰
り
返
し

身
に
付
け
ま
し
た
。
そ
の
他
に
森
林
現
場

や
木
材
市
場
の
視
察
、
市
場
の
競
り
も
見

学
し
て
木
材
流
通
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

５
月
は
い
よ
い
よ
演
習
林
で
の
伐
木
研

修
で
す
。
狙
い
を
定
め
て
伐
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
か
か
り
木
と
な
り
ま
す
。

慎
重
に
倒
し
て
や
っ
と
玉
切
ま
で
た
ど
り
つ

き
ま
す
。
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
か
な

い
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

林
業
機
械
操
作
で
は
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
と
フ

ォ
ワ
ー
ダ
、
併
せ
て
バ
ッ
ク
ホ
ー
の
操
作
を

学
び
ま
し
た
。

最
初
は
ど
う
し

て
も
ぎ
こ
ち
な

い
動
き
で
し
た

が
、
少
し
ず
つ
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
年
度
は
研
修
生
が
６
人
と
多
い
こ
と
か
ら
、

少
し
で
も
機
械
触
れ
る
時
間
を
増
や
し
た
い

と
、
自
主
的
に
集
合
時
間
を
速
め
る
な
ど
、
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驚
く
ほ
ど
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
他
、
三
本
杭
の
自
然
植
生
再
生
の
取
組
、
機
械
類

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
学
び
、
６
月

は
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
研

修
。
７
月
か
ら
は
夏
本
番
、
演
習
林
で
の
よ
り
実
践
的
な

研
修
が
始
ま
り
ま
す
。

----
---
-
---------------------

全
国
植
樹
祭
60
年
ぶ
り
愛
媛
で
開
催

ア
カ
デ
ミ
ー
生
も
参
加

令
和
8

年
5

月
17

日
、
第
76

回
全

国
植
樹
祭
が
60

年
ぶ
り
に
愛
媛
県
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

関
連
行
事
で
5

月
16

日
に
久
万
高
原

町
で
開
催
さ
れ
た
第
54

回
全
国
林
業
後

継
者
大
会
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
生
も
研
修
の

一
環
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ

ー
関
係
者
で
は
、
講
師
の
菊
池
俊
一
郎
さ

ん
が
愛
媛
大
会
の
実
行
委
員
会
会
長
と
し

て
開
会
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
で
お
世
話
に
な
る
㈱
堀
川
林
業
の
堀
川
隆

幸
さ
ん
が
活
動
発
表
を
行
い
、
担
い
手
の
育
成
に
関

連
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
連
携
、
事
業
体
と
し
て
修
了
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
こ
と
等
、
同
社
の
幅
広
い
取
組
み
と
併
せ
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

堀
川
さ
ん
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

植
樹
祭
本
番
は
、
雲 

一
つ
な
い
五
月
晴
れ
の

下
で
開
催
さ
れ
、
県
下
の
林
業
関
係
者
が
集
う

中
、
事
務
局
職
員
も
九
谷
ふ
れ
あ
い
林
で
の
記

記
念
植
樹
と
愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
で
の
式
典

に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
植
樹
祭
愛
媛
県
緑

化
等
功
労
者
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
が
人
づ
く
り

部
門
で
知
事
感
謝
状
を
い
た
だ
き
し
た
。
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編
集
後
記

今
年
度
の
研
修
生
は
６
人
。
女
性
も
２
人
加
わ
っ
て
、

例
年
に
も
増
し
て
に
ぎ
や
か
で
活
気
あ
る
研
修
風
景
で
す
。

こ
の
調
子
で
酷
暑
の
夏
も
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

植
樹
祭
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
県

下
の
林
業
関
係
者
の
大
半
が
集
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

準
備
に
関
わ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
、
あ
ら
た
め
て
ご
苦
労

様
で
し
た
。
ま
た
、
司
会
進
行
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
登
場
し
た
高
校
生

の
溌
剌
と
し
た
活
躍
が
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

県
下
各
高
校
等
を
訪
問

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
、
南
予
地
区
を
中

心
に
県
内
外
の
高
校
15

校
と
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校

を
訪
問
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
広
報
と
研
修
生
の
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

主
に
就
職
担
当
の
教
諭
の
方
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
少
子
化
や
進
学
志
向
の
高
ま
り
で
就
職
希
望
者
が

少
な
く
な
る
中
、
ほ
と
ん
ど
の
高
校
生
は
林
業
に
な
じ
み

が
な
く
就
職
の
選
択
肢
に
入
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
一
方
、
林
業
関
係
の
学
科
が
あ
る
伊
予
農
業
高
校
や

上
浮
穴
高
校
で
は
、
昨
年
度
の
卒
業
生
で
林
業
事
業
体
へ

の
就
業
者
、
野
村
高
校
で
は
高
知
県
立
林
業
大
学
校
へ
の

進
学
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
ア
カ
デ
ミ
ー
も
受

け
皿
の
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
、
訪
問
を
継
続
し
て
知
名
度

の
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２
年
続
け
て
修
了
生
が
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
校
し

て
い
る
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校
で
は
、
県
の
森
林
林
業

課
と
連
携
し
て
、
直
接
ア
カ
デ
ミ
ー
を
紹
介
す
る
機
会
を

含
め
て
３
回
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

南
海
放
送
で
ア
カ
デ
ミ
ー
の

取
組
を
紹
介

植
樹
祭
に
関
連
し
て
愛
媛
の
林
業
担
い
手
問
題
等
を
テ

ー
マ
に
、
５
月
20

日
の
ニ
ュ
ー
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
４
で
ア

カ
デ
ミ
ー
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
研
修
の
様
子
や
研
修
生
・

講
師
・
事
務
局
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

等
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
生

の
熱
い
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。現

在
は
、

  

で
視
聴

で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
か

ら
も
入
れ
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
す

大
木
坑
木
㈲
宇
和
島
出
張
所 

様

ア
カ
デ
ミ
ー
の
市
場
見
学
の
他
、

研
修
生
募
集
や
外
部
有
識
者
委
員

会
（
同
社
の
二
宮
政
文
取
締
役
）

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
が
大

木
坑
木
㈲
宇
和

島
出
張
所
で
す
。

林
業
関
係
者
な

ら
誰
も
が
知
る
市
場
で
す
が
、
今
回
あ

ら
た
め
て
二
宮
取
締
役
に
同
社
（
出
張

所
）
の
沿
革
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

本
社
は
福
岡
県
豊
前
市
で
、
名
称
か

ら
推
察
さ
れ
る
と
お
り
、
北
九
州
の
主

要
産
業
で
あ
っ
た
炭
鉱
に
坑
木
を
販
売

す
る
大
木
商
店
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し

た
。
坑
木
と
な
る
松
の
良
材
が
宇
和
島

地
域
に
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
出
張
所
を

開
設
。
戦
後
は
、
石
炭
産
業
の
斜
陽
化

に
伴
い
出
張
所
の
主
業
を
坑
木
か
ら
地

域
の
豊
か
な
木
材
資
源
を
扱
う
原
木
市
場
に
変
え
、
現
在

は
同
社
の
屋
台
骨
を
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
張
所
内
に
は
、
林
業
関
係

者
の
安
全
と
繁
栄
を
祈
願
す
る
木
魂

（
も
っ
こ
ん
）
神
社
が
平
成
元
年
に
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
11

月
14

日

頃
に
「
木
魂
祭
」

と
し
て
開
催
さ
れ

る
記
念
市
で
は
、

神
事
が
行
わ
れ
県
外
か
ら
も
多
く
の

購
買
者
が
集
ま
り
ま
す
。

今
後
も
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
地
域
住
民
の
方
に
少
し
で
も
森
林
林
業
等
へ

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
公
開
講
座
と
初
心
者

向
け
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
周

囲
に
関
心
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
周
知
を

お
願
い
し
ま
す
。

８
月
の
公
開
講
座
は
次
の
と
お
り
で
す
。

講
座
名

『
木
造
建
築
概
論
及
び
木
造
施
設

        

（
古
民
家
＆
建
築
現
場
）
見
学
』

講

師

一
級
建
築
士

與
那
原

浩
さ
ん

日

時

令
和
８
年
８
月
27

日(

木)

９
時
～
16

時

       

【
室
内
講
義
】

令
和
８
年
８
月
28

日(

金)

９
時
～
16

時

【
古
民
家
見
学
】

 
    (

宇
和
島
市
三
間
町
大
内 

太
宰
家)

【
建
築
現
場
見
学
】(

場
所
未
定)

※

募
集
人
数
は
10

人
程
度
で
、
定

員
を
大
幅
に
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
ま
で

ｾﾝﾀｰHP
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沿革
1894年(明治27年)坑木商 大木商店設立  創立132年
1920年(大正9年) 宇和島出張所               開所106年
1944年(昭和19年)大木坑木有限会社に改組 
1967年(昭和42年)宇和島市寄松に木材市場
1973年(昭和48年)三間町増田に鬼北木材市場
その後宇和島の木材市場は閉鎖         鬼北市場53年
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